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研究成果の概要（和文）： 1990 年代半ば以降，日本を除く諸外国では，初中等教育から高等教育に至るまで，問題解
決型統計思考力育成に向けた教育改革がカリキュラム，教授法，学習スタイル，教材，評価の枠組みに至るまで，精力
的に行われてきたが，日本においては，近年徐々にその改革の兆しが現れている段階である。
 その背景の中で，本研究では，国際統計教育分科会(IASE)， 日本統計学会統計教育委員会等の統計リテラシーの普及
を協議する諸学協会との連携の下に，国際標準に準拠した教材開発，学習評価の枠組みの確立に必要な調査研究を行い
，成果の公開を通して，次期学習指導要領を始めとする統計教育基盤整備に向けた提言を行った。

研究成果の概要（英文）： Since the mid-1990s,in most of overseas countries,frameworks of statistics educat
ion through from primary and secondary to higher education have been reformed towards at cultivating stude
nts'statistical thinking as skills of problem-solving in daily lives. Through these processes various new 
concepts in curriculum, teaching methods,learning styles, teaching and learning materials and framework of
 assessment have been developed. In Japan,it is the stage that signs of the reform are appearing gradually
 in recent years. 
 In this background, in this study we have studied on international comparison of statistics curriculums a
nd developed original teaching and learning materials and a framework of learning assessment in Japanese t
hat conform to the international standard. We also give a proposal for the next revision of national guide
line on school curricula of statistical education.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究開始時の日本企業の多くは、産業形
態の急速な変化およびグローバル化の中で
キャッチアップ型からフロントランナー型
の成長モデルを余儀なくされている状況で
あった。企業が置かれた状況変化によって、
期待される人材の中身も変化し、社会に人材
を排出する大学教育においても、産学官の連
携の下に新しい学士力モデルの構築と教育
体系の変革が進んでいた。国際的には、21
世紀型人材に要請されるスキルの議論が
1990年代より活発化してきており、 アメリ
カで スキャンズレポート（1992)が公表され、
職場で求められる能力（コンピテンシー）が
明確化された下で、産学連携により学校教育
の早い段階からそうした能力を養成してい
くことが提言されていた。その後、「雇用者
（企業）が大卒者に求めるスキル」に関する
対話（ ACE Business-Higher Education 
Forum）や教育省と産業界による「21 世紀
スキルパートナーシップ」プロジェクトが実
施され、21世紀の知識基盤型社会で要請され
る人材能力の枠組みが具体的に打ち出され
た。 
この中で 21世紀スキルとして、 
① Information and communication skills 
：情報・メディアリテラシー、 
コミュニケーション力 
②Thinking and Problem-solving skills 
：分析力、問題発見・解決力、創造力 
③Interpersonal and self-directional skills 
：協働力、自己規律力、責任感・協調性、 
社会的責任 
などの「ソフトスキル」重視の姿勢が強調さ
れている。また、イギリスのデアリングレポ
ート（1997）やオーストラリアの“Achieving 
Quality”（1992）でも、 ジェネリックスキ
ルの獲得を、分野専攻にかかわらず、高等教
育における中心的課題とすることが明記さ
れ、専門知識・技術（アカデミックスキル・
ハードスキル）の濃淡より、仕事をする上で
基盤となるソフトスキルの育成により関心
が高まっている。 
日本でも 2004 年に経済産業省によって、
職場や地域社会で多様な人々と仕事をして
いくために必要な基礎的な力を『社会人基礎
力』として、3 つの能力との能力要素で定義
し、学校教育でのソフトスキル能力育成が期
待されていた。 
アメリカのスキャンズレポートの策定に
は、同国の 1980 年代の国際競争力の低下が
背景にあり、産業界から教育に対する強い懸
念が示された結果である。レポートが公表さ
れた 1992 年、モトローラ、ゼロックスなど
の大手企業は、「全社的品質マネジメント
（TQM）・大学の挑戦」として、マサチュー
セッツ工科大やカーネギーメロン大など有
力大学へ働きかけ、品質管理教育を大学で教
えることを提言し、企業側からの研修協力も
申し出ている。それ以前に、1980 年、NBC

が「If Japan can... Why can't we?（日本に
できて、なぜ我々にできないのか?）」という
ドキュメンタリーを放送し、日本の製造業を
中心とする経済発展にデミング博士の指導
によるQC的問題解決力の教育体系があるこ
とが放映され大きな反響を呼んでおり、21
世紀ソフトスキルの中核にある問題解決の
枠組みが、日本型の QC的問題解決の仕組み
であることが容易に想像できる。ただし、そ
の適用範囲は製造過程のモノ作りの品質改
善に留まらず、最初から、ヒト・サービス・
カネに至るマネジメント全体の問題解決力
の育成が意図されている。 
スキャンズレポートが発表された 1992 年
には、同時に、アメリカ数学会のカリキュラ
ムアクションプロジェクトが統計教育改革
のための Cobb レポートを公表し、その後、
初等中等教育から大学初年次の統計基礎教
育まで、一貫して問題解決力向上を意図した
統計教育改革が国際的に展開されてきてい
る。この展開の中で、統計科学の研究領域の
中においても、統計的思考力自身の定義やそ
の育成方法の研究が活発化し、大学における
統計学入門教育の内容に関しては、1996 年
に米国統計学会（ASA）と全米数学協議会
（MAA）の共同カリキュラム委員会がデータ
分析の実践の要素を盛り込んだ統計教育の
共同指針を発表し、翌 1997 年 the College 
Board が Advanced Placement テストに統
計科目をこの指針の下に導入し、高校生の統
計 AP テスト受験数が毎年 10 万人を超える
までに至っている。また、学校教育における
統計教育の方向性の転換を明確化するため、
米国統計学会は 2000 年に、新しい枠組みで
の統計教育のガイドラインと評価方法を初
等中等教育から大学の統計入門コースまで
体系的に作成・公開し，現場の教育を積極的
に支援していた。一方英国でも、王立統計学
会（RSS）は 1995 年に統計教育センターを
設立し、英国の統計局との協力体制の下で、
具体的な教材開発、大学における統計教育内
容の指導と認証など統計教育のサポートを
組織的に行っていた。他の諸外国も同様に、
産官学連携の下に、積極的に初中等教育から
高等教育に至るまでの統計教育改革を 21 世
紀型スキル育成の観点から展開し実績をあ
げていた。 
一方、日本における統計教育の現状に関し
ては、初等中等教育において 2009 年告示の
新学習指導要領以前の指導要領では、統計内
容はほとんど取扱われておらず諸外国から
大きく立ち遅れており、大学教育においても
その必要性とは裏腹に十分な教育や学習支
援が行われてこなかった。2006 年に本研究
代表者を委員長とする日本統計学会統計教
育委員会をはじめとする統計関連学協会に
よって、21世紀の知識創造社会に向けた統計
教育推進の要望書が公開され、問題解決を指
向する統計教育の重要性の教育界への認知
が少しずつ広まりを見せていた背景がある。 



２．研究の目的 
 上記の背景を受けて本申請研究では，国内
外の統計関連学会，国際統計協会(ISI)統計教
育分科会(IASE)，全国統計教育研究協議会，
日本統計協会，総務省統計局など統計普及を
ひろく専門的に協議する諸学協会との連携
の下に，国際標準に準拠した初等中等・高等
教育・社会人教育に至るまでの一貫した統計
教育のガイドラインと評価の枠組みの確立
に関する調査研究を行い，その研究成果の公
開を通して統計教育基盤整備に向けた提言
をまとめ，日本における統計教育の質的向上
を図ることを目的としている。 
具体的には、初中等教育に関しては，これ
まで問題解決型統計教育を受けていない教
師自身が多数を占める中で、新しい枠組みで
の統計教育が実際の効を奏すために，授業モ
デルと教材開発，高校・大学入試を踏まえて
の評価方法のモデルの提示など、新しい学習
指導要領で求められている資質や能力、具体
的な教育方法に関する研究を行い、その成果
を教師等を対象とするワークショップ等で
公開する，大学および大学院における統計教
育に関しては，大学・大学院での統計教育の
組織的な基盤整備の遅れを詳細な海外比較
調査と日本での継続的実態調査を踏まえて，
提言の基礎資料を作成することに重点的に
取り扱う。 

 
３．研究の方法 
上記の研究目的を達成するため、本研究で
は，具体的な５つのプロジェクト： 

 
① Japan-CASの構築と普及 
② 教材開発と教師教育支援システムの 
開発 
③ 統計的思考力を評価する入試問題の 
研究 
④ 大学・大学院における統計教育・ 
研究の国際比較 
⑤ 小中高・大学基礎教育までの 
統計教育ガイドラインの作成 
 

を研究代表者とプロジェクト担当の研究分
担者，連携研究者が研究協力者および協力関
連学協会との連携の下に行い，代表者が各プ
ロジェクトの進行管理と全体のとりまとめ
を行った。 
 方法は，ネットワークサーバーを使い，メ
ール及びドキュメントの共有で進め，研究会
およびシンポジウムやワークショップにお
いて研究者および関係諸組織との討議の場
を設けた。 
 
４．研究成果 
 研究成果は以下の通りである；  

 
（１） Japan-CAS システムの開発と普及 
王立統計協会統計教育センター（RSSCSE）
が事務局を務め、イギリス，カナダ，米国（カ

リフォルニア州），ニュージーランド，オー
ストラリア、南アフリカ、韓国等の世界 9カ
国が加盟して進める、実データに基づく統計
授業のための国際的な初等中等教育支援プ
ロジェクト(International Census At 
School: ICAS)の日本でのシステム構築と学
校教育への普及のための組織（Japan-CAS）
の構築を行い、教師対象の研修の実施等を行
った。ICASプロジェクトとは，Real Data, 
Real Learningを基本コンセプトに，共通の
身近な質問票(一部，各国のセンサスと共通項
目を設ける)を国際的に共有し，各国の授業デ
ータを一括収集管理し，分析実習の授業用に
再配布するプロジェクトで，日本 CASのた
めの質問票を本研究課題によって制作し、
WEB上から日本のデータ収集が可能となっ
た。とくに初年度の平成 21年度は，小学・
中学での新学習指導要領の前倒しでの実施
に合わせ，協力モデル校と協力教師グループ
を選定し，Japan-CAS上の授業モデルの試
験実施と学習効果の評価を同時に行うとと
もに，全国統計教育研究協議会(700名強の教
師組織)と連携し、教師を対象とした
Japan-CAS説明会，ワークショップを研究
年度内で招聘海外研究者も交えて、毎年開催
した。本システムは、平成 24年度以降、文
部科学省および総務省の後援名義を得。その
活動報告を毎年、両省に提出するとともに、
International Census@school Workshopに
おいても報告を行っている。 

Ex. 統計教育の方法論ワークショップ 
① 平成 21 年度 
テーマ「社会の期待に応える統計教育の構築」 
資料公開：国際的な生徒参加型データを用い
た統計学習サイトの開発整備 
② 平成 22 年度 
テーマ「問題解決力育成を目指した統計教育
の方法論（達成目標・授業実践・評価の枠組
み）」 
資料公開：国際的な生徒参加型データを用い
た統計学習サイトの運用と今後の展開に
ついて 
③ 平成 23 年度 
テーマ「統計思考力の育成とその評価～高校
入試・大学入試でのアプローチ～問題解決力
育成を目指す統計教育の方法論」 
資料公開：センサス＠スクールプロジェクト

の今後の展開について 
④ 平成 24年度 
テーマ「ビックデータ時代のデータサイエン
ス教育の系統性と横断性」 
資料公開：センサス＠スクールサイトでのグ

ラフ描画機能について 
⑤ 平成 24年度 理数系教員指導力向上研
修(香川県・広島県) 
テーマ「新学習指導要領「数量関係」「資料
の活用」領域で育む統計思考力の育成」 
資料公開：生徒参加型データ活用授業支援サ
イト「センサス＠スクール」の小学校・中
学校における活用例 



全国に配布した

 
（２）
育支援
初等中等の科目別教師授業支援（数学・理
科・社会等）のための統計授業モデルおよび
実践教材の研究開発と公開
Japan
イトの
開した
トワークでの統計活用デジタル教材（研究代
表者および分担者
として参加）
り、現在、多くの学校教員に活用されている
他にも、研究開発授業モデルは、総務省統計
局「なるほど統計学園中等部」の教員向けサ
イトにも掲載され、ひろく学校教育に利用さ
れている。

EX.
事例

事例
事例

～国民生活基礎調査のデータから所得の
分布傾向を考える～

事例
学科公開授業「データの分析でバトル」

また、
ランド
学部、オ
CAS
を得てそれらを日本語化し、
イト内で
本のモデル授業教材の
統計関連学会連合のサイト内に、「データで
学ぶ！統計活用授業のための教材サイト」内
でデータおよび授業事例の公開を行った。

 
 
（３）
問題データバンクの構築を目的に、
決型統計教育へ移行している
大学入試・
考力・課題解決力の評価方法の調査研究
った。とくに、
大きい大学入試に適用可能な
評価問題
統計検定

全国に配布した Japan

（２）初中等教育のための
育支援サイトの
初等中等の科目別教師授業支援（数学・理
科・社会等）のための統計授業モデルおよび
実践教材の研究開発と公開
Japan-CAS と連動した
イトの開発を行い、
した。また、本研究成果は、
トワークでの統計活用デジタル教材（研究代
および分担者
として参加）内のコンテンツ制作の基盤とな
り、現在、多くの学校教員に活用されている
他にも、研究開発授業モデルは、総務省統計
局「なるほど統計学園中等部」の教員向けサ
イトにも掲載され、ひろく学校教育に利用さ
れている。 

EX.授業実践モデル公開資料
事例 1.小学校における課題解決型統計学習
の実現の可能性とその障壁

事例 2.社会科における統計的な能力の育成
事例 3.実データをもとに現実事象を考察さ
せる授業実践（スライド）

～国民生活基礎調査のデータから所得の
分布傾向を考える～

事例 4.授業改革フェスティバルにおける数
学科公開授業「データの分析でバトル」

また、RSS統計教育センター
ランド統計局およびオークランド大学統計
学部、オーストラリア
CASの教材に関して，翻訳・編集・再配布権
てそれらを日本語化し、

イト内で生徒用および教師用と分けて
本のモデル授業教材の
統計関連学会連合のサイト内に、「データで
学ぶ！統計活用授業のための教材サイト」内
でデータおよび授業事例の公開を行った。

（３）統計的思考力を評価する入試問題研究
問題データバンクの構築を目的に、
決型統計教育へ移行している
大学入試・AP 統計
考力・課題解決力の評価方法の調査研究
った。とくに、教育現場や社会での影響
大きい大学入試に適用可能な
問題に関する
統計検定 3級および

Japan-CASのパンフレット

初中等教育のための教材開発と教師教
の公開 

初等中等の科目別教師授業支援（数学・理
科・社会等）のための統計授業モデルおよび
実践教材の研究開発と公開を行った。同時に

と連動した授業支援
を行い、小中高校の教師向けに公
また、本研究成果は、

トワークでの統計活用デジタル教材（研究代
および分担者が評価委員・制作メンバー
内のコンテンツ制作の基盤とな

り、現在、多くの学校教員に活用されている
他にも、研究開発授業モデルは、総務省統計
局「なるほど統計学園中等部」の教員向けサ
イトにも掲載され、ひろく学校教育に利用さ
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～国民生活基礎調査のデータから所得の
分布傾向を考える～  
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針の精査・比較調査研究を行った。研究成果
は、日本数学教育学会誌における次期学習指
導要領の改訂に向けた特集号に掲載される
とともに、日本学術会議数理科学委員会数学
教育分科会記録(2014)でも公表される予定で
ある。 

 
統計教育はすべての統計専門家が係わる
分野ではあるが，それ故に日本では個々の研
究者の暗黙知となりがちで組織的な標準化
への取組みが遅れている。今回の研究によっ
て，既に海外統計関連諸学会が積極的に進め
ている学校教育現場への明示的な統計教育
への指針を踏まえた下で，日本における統計
教育システムのあり方を専門的視点から提
言できた点に，研究の意義を有する。とくに，
初中等教育での現行の指導要領の円滑な実
践および次期の学習指導要領改訂に向けて、
本研究の成果が活かされたことは、統計教育
のすそ野の基盤を固める，国民の科学技術力
や情報社会を生き抜く数量リテラシー力の
向上を図る上で，少なからず効果が期待でき
る。また、本研究成果は，2014 年 7 月に米
国で開催される国際統計教育方法論会議に
おいて論文発表される。また、日本学術会議
で今後審議される予定の大学教育における
統計教育分野別質保証の審議報告に欠かす
ことができない基礎資料ともなる。 
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